








（７�）次の図は、地表からの深さに対する地中の温度と岩石の融解曲線を示している。図にあるように、

地温曲線と融解曲線は交わらないため、岩石に水のない状態では岩石が溶融することはない。�

しかし、岩石に水が加わったときは、融解曲線が変化し岩石の部分溶融が起こる。地表からの深

さが50kmと100kmの地点において、岩石に水が加わったときの岩石の部分溶融について図から

読み取れることを述べたものとして最も適切なものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 37

　

　 １　地表からの深さ50km、100kmにある岩石ともに部分溶融が起こっていない。

　 ２　地表からの深さ50km、100kmにある岩石ともに部分溶融が起こっている。

　 ３　地表からの深さ50kmの岩石は部分溶融しているが、100kmにある岩石は部分溶融していない。

　 ４　地表からの深さ50kmの岩石は部分溶融していないが、100kmにある岩石は部分溶融している。

　 ５　地表からの深さが150kmよりも深い所で部分溶融が始まる。
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（８�）図１は、地球と月の位置関係を模式的に表したものである。この図を見て、次のア～ウの問い

に答えよ。
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　ア�　図１のＡ～Ｌのうち、月が三日月として観測されるときの位置と、上弦の月として観測される

ときの位置の組合せとして、最も適切なものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 38

　　　三日月　　　上弦の月

　 １　　Ｂ　　　　　　Ｄ

　 ２　　Ｂ　　　　　　Ｊ

　 ３　　Ｅ　　　　　　Ｄ

　 ４　　Ｅ　　　　　　Ｇ

　 ５　　Ｌ　　　　　　Ｊ

　イ�　新月が南中するときのおおよその時刻と、図１のＤの位置の月が西に沈むときのおおよその時

刻の組合せとして、最も適切なものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 39

　　　新月が南中するときの時刻　　　　Ｄの位置の月が西に沈むときの時刻

　 １　　　　午前０時ごろ　　　　　　　　　　　　午前６時ごろ

　 ２　　　　午前０時ごろ　　　　　　　　　　　　　正午ごろ

　 ３　　　　　正午ごろ　　　　　　　　　　　　　午前６時ごろ

　 ４　　　　　正午ごろ　　　　　　　　　　　　　午後６時ごろ

　 ５　　　　　正午ごろ　　　　　　　　　　　　　午前０時ごろ
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　ウ�　図２は地球から月が半円形に観測されたときのスケッチであり、図２の×印の月面上に宇宙飛

行士が立って地球を観測したと仮定する。このとき、宇宙飛行士によって地球がどのように観測

されるかを述べたものとして最も適切なものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。ただし、月面上の

方角は図２の上方向を北、下方向を南とする。解答番号は 40

　 １　東の地平線に円形に観測される。

　 ２　西の地平線に円形に観測される。

　 ３　東の地平線に半円形に観測される。

　 ４　西の地平線に半円形に観測される。

　 ５　真上に半円形に観測される。
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　�　次の（１）、（２）の問いに答えよ。

（１）地震に関する文を読み、次の①～⑤の問いに答えよ。

　�　ある震源の浅い地震において、地表にある観測点で地震波が記録された。そのときの地震波の記

録の一部が図１である。この観測点の震源距離はＤ［km］、観測点で記録された初期微動継続時間�

（PS時間）はＴ［ｓ］であった。図１の横軸は地震が発生してからの経過時間を示し、地震発生か

らｔＰ［ｓ］でＰ波、ｔＳ［ｓ］でＳ波が到着している。

　�　一般的に、震源の浅い地震の場合、震央からの距離が遠いほど揺れは小さくなる。ところが、震

源が深い深発地震の場合、震央からの距離が遠い地域が、震央に近い地域よりも大きく揺れること

がある。このような地域を（ⅰ）異常震域と呼ぶ。

　�　地震波を利用した研究によって、地球内部の構造も明らかになってきている。地震で発生するＰ

波とＳ波は、地球内部の物質の状態や種類によって伝わり方が変化する。（ⅱ）Ｐ波やＳ波の伝わり

方を解析することにより、地球内部の様子を推定することができる。

　　　　　　図１　観測点での地震波の記録の一部

　

　①�　図１の地震波の記録をみると、Ｐ波が到着して小さな揺れが観測された後、Ｓ波が到着して大

きな揺れが観測されていることがわかる。Ｓ波が到着して起こる大きな揺れは何と呼ばれている

か答えよ。

　②�　次の文は、震源距離と初期微動継続時間には比例関係があり、そのときの比例定数はＰ波の速

度とＳ波の速度を用いて表すことができることを示したものである。文中の空欄に入る適切な数

式を答えよ。

５
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　図１より、初期微動継続時間Ｔは、ｔＰとｔＳを用いて表すと、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ＝ ⓐ

　�となる。Ｐ波の速度がＶP 、Ｓ波の速度がＶSで一定だとすると、初期微動継続時間ＴはＶP 、ＶSと

震源距離Ｄを使って表すと、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ＝ ⓑ

　となる。これを震源距離Ｄについて解くと、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｄ＝ ⓒ ×Ｔ

　�となり、震源距離と初期微動継続時間には比例関係があり、比例定数はＰ波の速度とＳ波の速度を

用いて表すことができる。

　③�　ある観測点において地震波が記録され、そのときの初期微動継続時間は６秒であった。緊急地

震速報は地震の発生から５秒後に出されており、Ｐ波の速度は６km/s、Ｓ波の速度は３km/sで

それぞれ一定であることがわかっている。この観測点では、緊急地震速報が出されてからＳ波に

よる大きな揺れが観測されるまでの時間は何秒であったか求めよ。

　④�　下線部（ⅰ）に関連して、深発地震に

よって異常震域が観測された例として、

平成19年７月16日の京都府沖地震がある。

図２はこのときの震央と、各地で観測さ

れた震度を示したものである。京都府沖

地震によって異常震域が観測された理由

を説明せよ。

　⑤�　下線部（ⅱ）に関連して、次の文中の ⓓ に入る適切な語を答えよ。また、ⓔ〔　　　　〕

からは適切なものを一つ選び記号で答えよ。

　�　地殻とマントルの境界面では、地震波速度が大きく変化することがわかっており、この境界面は
ⓓ 不連続面と呼ばれている。また、地球の中心部にある核は外核と内核に分けられる。�

外核にはⓔ〔ア　Ｐ波が伝わらない　　イ　Ｓ波が伝わらない　　ウ　Ｐ波もＳ波も伝わらない〕

ことから、外核は液体であると考えられている。

図２
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（２）大気の大循環に関する文を読み、次の①～④の問いに答えよ。

　�　赤道付近では、強い太陽放射によって地表面が暖められて上昇気流が発生し、熱帯収束帯（赤道

低圧帯）が形成されている。熱帯収束帯で上昇した大気は高緯度へ向かい、緯度20°～30°付近で

下降して（　ａ　）帯が形成されている。ここで下降した大気の一部は、地表付近で赤道方向に向

かうが、地球の自転の影響を受けて東よりの風となる。この風を（　ｂ　）風と呼ぶ。

　�　一方、（ⅰ）中緯度地域では、低緯度地域のような鉛直面内の大規模な対流運動は見られず、地表

付近から上空まで西よりの風が吹いている。この風を偏西風と呼ぶ。対流圏と成層圏の境界である

（　ｃ　）面付近において偏西風は最も強くなっており、この特に風が強い帯状の部分を（　ｄ　）

という。偏西風の影響で（ⅱ）温帯低気圧や移動性高気圧が移動することによって、日本列島の気象

に大きな影響を与えている。

　①　文中の空欄に入る適切な語を答えよ。

　②�　下線部（ⅰ）に関連して、低緯度地域では鉛直面内の対流運動によって熱を高緯度方向へ輸送

している。偏西風が吹く中緯度地域では、どのようにして熱を高緯度方向へ輸送しているか。�

偏西風の動きに注目して説明せよ。

　③�　下線部（ⅱ）に関連して、北半球における温帯低気圧と、温帯低気圧に伴う前線について述べ

たものとして正しいものはどれか。次のア～エから全て選び記号で答えよ。

　ア　温帯低気圧の南西側に温暖前線、南東側に寒冷前線を伴うことが多い。

　イ　寒冷前線が温暖前線に追いついてできた前線を閉塞前線という。

　ウ　寒冷前線の通過後は、気温が下がることが多い。

　エ　温暖前線付近では乱層雲、寒冷前線付近では積乱雲による雨が降ることが多い。
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　④�　大気の大循環の影響を受けて、緯度によって蒸発量や降水量は異なっている。緯度の違いによ

る平均的な蒸発量（Ｅ）と降水量（Ｐ）の差を模式的に表したグラフとして最も適切なものはど

れか。次のア～エから一つ選べ。

　

ア イ 

ウ エ 
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